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雅
の
舞
　
天
に
は
ば
た
く

第
54
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
雪

上
カ
ー
ニ
バ
ル
が
２
月
15
日
G
に
城
ヶ
丘
の
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
行
わ
れ
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
延
べ
４
万
人
の

観
衆
が
音
と
光
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
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白
い
愛
の
祭
典

第54回

雪上カーニバル
テレビ放映のお知らせ
■日時＝３月８日g

午後４時50分～５時59分
■番組＝NHK衛星第２
「BSイベントホール
～第54回十日町雪まつり～」

市民吹奏楽団や保育園児、小・中学生が盛大にパレードを行いました。
ミスさっぽろ・ミス横浜・ミスいぶすき・全日本きものの女王・新潟
県きものの女王・ミス十日町雪まつりもパレードに華を添えました。

十日町駅西口多目的広場での「第６回雪の街角作
品コンテスト」で金賞に輝いた、三西会Aの「ウ
ェルカム、タマちゃん」

100個のミニほんやら洞が幻想的な雰囲
気を醸し出した、光輝くコモ通り

駅通りを飾った子どもたちの
雪だるま短冊、その数1,470本

第22代ミス十日町雪まつり。当市の親善大使として活躍が期待され
ます。左から山本友紀恵さん（長岡市・24歳）、高橋優貴恵さん（東
京都・十日町市出身・22歳）、岡田須奈子さん（十日町市・22歳）

この１年間、十日町市の親善大使として
活躍していただいた第21代ミス十日町雪
まつりの３人。おつかれ様でした。

コミュニティひろばでの雪上結婚式。純白の舞
台で式を挙げた江村隼一さん（津南町）と渡貫
直美さん（川西町）には、観光客など多くの皆
さんから祝福が贈られました。

幻想の光りに包まれる「雪中花展」

オープニングを飾った、繭の会の華麗なきものショー

和
文
化
と
雪
像
の
融
合
「
雪
上
茶
席
」

雪と光と音の共演「雪上カーニバル」

イルミネーション通りに雪の花（昭和町通り）

十
日
町
生
ま
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ス
ポ
ー
ツ
、ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル

雪灯ろうの光あふれるベルナティオ

白
い
愛
の
祭
典
「
第
54
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
」
が
２
月
14
日

F
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
各
所
に
は
、
お
祭
り
ひ
ろ
ば
や
雪
の
芸
術
作
品
、
雪
だ

る
ま
が
立
ち
並
び
、
来
訪
者
を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
情
熱
に
支
え
ら
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た

第
54
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
は
、
期
間
中
、
昨
年
を
上
回
る
33

万
５
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
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十日町市の文化、味覚、くらし、

郷土芸能などを楽しむ地域コミュニ

ティの場、そして観光客とのふれあ

いの場として、23か所のひろばが市

内各所に設置され、期間中多くの人

でにぎわいました。
川治サッカーひろば

雪のピッチを駆けて、めざすはゴールZ
つまりひろば

かわいい子どもたちの雪上ステージ

ほっくんホットランド
きものの女王も立ち寄り、熱気も最高潮

雪んこひろば
キネを持つ手に力が入る

ほんやらどうひろば
雪の上の温かなオアシス

ほっとハウスひろば
青空と雪像とさわやか笑顔が最高

宮 本 ひ ろ ば
おおにぎわい、たき火を囲んで雪像見物

びっくりひろば
おいしい団子に、ほっぺが落ちそう

ベルナティオひろば
新雪の中もなんのその、鉄人レース

犬ぞりひろば
雪原も熱くなる:人と犬との全力疾走

コミュニティひろば
ハリケンジャーは子どもたちに大人気

田舎のひろば
いらっしゃい、看板娘のさわやか笑顔

いっぷくひろば
にぎわい、くつろぎ、いっぷくひろば

ふれ愛ひろっぱほくほく
青空のもと心もほくほくふれ愛ました

チビッ子ひろば
１、２の３で飛び出すよ

水沢グルメひろば
温かい笑顔が一番のおもてなし

神楽の郷・赤倉ひろば
はいタッチ！東鷲宮小との合同雪上運動会

大井田の郷ひろば
ハヨが焼けたよ、さあどうぞ

わらっちひろば
きゃーっ、スノーモービルって楽しいね

はくぶつかんひろば
なつかしの品々、スッポン、カンジキ

岩 野 ひ ろ ば
おもちはじょうずにつけたかな？

城之古ひろば
また滑ろう！雪山すべり台は楽しいよ

石ぼとけひろば
ほんやら洞、いろり囲んで楽しいひととき

●
諏
訪
弘
樹
さ
ん
（
埼
玉
県
・
小
６
）

東
鷲
宮
小
学
校
と
赤
倉
集
落
の
交

流
が
始
ま
り
、
春
秋
の
農
業
体
験
を

含
め
る
と
６
回
目
の
訪
問
で
す
。
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
ま
す
が
、
赤

倉
の
人
は
初
め
て
会
っ
た
と
き
か
ら

親
切
に
し
て
く
れ
て
、心
が
な
ご
み
ま
す
。４
年
生
の
と
き
に
初
め

て
雪
ま
つ
り
を
見
ま
し
た
。
雪
上
運
動
会
に
参
加
す
る
の
は
と
っ

て
も
楽
し
い
で
す
ね
。雪
像
も
す
ご
く
き
れ
い
で
感
動
し
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
て
も
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
竹
石
ち
か
さ
ん
（
東
京
都
・
大
学
生
）

今
年
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
「
こ
へ
び
隊
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

市
街
地
を
出
る
と
す
ぐ
自
然
が
あ
る
こ
と
が
気
に
入
り
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
プ
を
使
う
の
も
初
め
て
で
、
雪
像
作
り
は
大
変
で
し
た
。

で
も
、
同
じ
ひ
ろ
ば
の
人
た
ち
の
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、
疲

れ
も
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。

今
夏
、
ふ
た
た
び
十
日
町
市

を
訪
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

冬
と
違
っ
た
十
日
町
市
の
光
景

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

●
國こ

府う

田だ

典
明
さ
ん

（
東
京
都
・
大
学
生
）

第
１
回
大
地
の
芸
術
祭
で

「
こ
へ
び
隊
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
に

雪
像
を
作
る
話
が
あ
り
、
冬
の
十
日
町
市
も
知
り
た
い
と
思
い
参

加
し
ま
し
た
。い
た
る
と
こ
ろ
に
雪
像
が
あ
る
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
、

市
民
総
参
加
の
雪
ま
つ
り
を
実
感
し
ま
し
た
。

温
泉
に
入
る
こ
と
も
こ
の
地
に
来
る
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

今
年
も
雪
像
作
り
な
ど
に
お
お
ぜ
い
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
声
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

雪まつり参加者の声
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十日町農業協同組合長賞
「グラン・ブルー」（ひのスノーマン）

十日町市観光協会長賞
「これからどうなるの？（森鴎外「山椒大夫」より）」

（本町６丁目１の６組）

十日町市議会議長賞
「水中立回り」（水沢雪まつり会）

十日町織物工業協同組合理事長賞
「ふるさと」（新宮新和会）

十日町商工会議所会頭賞
「魔女の宅急便＝ゆめ、おとどけします＝」

（愛ing下条）

十日町ロータリークラブ賞
「『武　蔵』MUSASHI」
（本町１丁目四区合同）

十日町市商店街振興組合連合会長賞
「かちかち山」（下条本町青壮年会）

新潟県建設業協会十日町支部長賞
「がんばれZ日本」（三春会）

十日町平成ライオンズクラブ賞
「『かぐや姫』夢物語」（三好園職員互助会）

十日町ライオンズクラブ賞
「あてまに降りた星座たち」（新墾会）

十日町北ロータリークラブ賞
「大　　和」 （稲和会）

キリンビール賞
「巌流島の決闘」（下川原青年会）

地元新聞社賞
「アトム誕生Z2003」
（昭和町３丁目他有志）

十日町青年会議所理事長賞
「昔話　天狗のかくれミノ」
（美佐島駅雪まつり実行員会）

三国コカ・コーラボトリング賞
「春よこいZ」（高田町２丁目町内会）

ほくほく線賞
「宮本武蔵」（上新田青壮年会）

十日町森林組合長賞
「古代の浪漫」（十日町市職員互助会）

審査員賞
「わくわくネバーランド」（城之古青年会）

審査員賞
「月光（ゲッコウ）」（アウト・ドア・ファミリー４クラブ）

十日町市長賞
「会えて、よかったね。」
（学校町１丁目町内会）

十日町市長賞
「ハリーポッターと十日町の新しい響

おと

」
（本町７丁目・三和町町内会）

雪まつりの原点である「雪の芸術展」には、 芸術部門49点、特別部門７点、学童部門28

点の計84点が出展されました。

審査会は14日Fの夜、２隊にわかれて行わ　れました。審査の結果、21作品が入賞、28作

品が入選しました。

純
白
の
造
形
美

純
白
の
造
形
美

特

別

表

彰

団

体

・上新田青壮年会

・本町６丁目１の６組

・新川屋建設工業㈱

・南雲土建㈱

５年連続

・中条中町有志の会
・アウト・ドア・ファミリー４クラブ
・美佐島駅雪まつり実行委員会
・南新田青年会

10年連続

通算15回

通算25回
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■歳出予算
性質別分析表

（総額173億1,171万円）

消

費

的

経

費

そ
　
　
の
　
　
他

普通建設事業費
19億9,169万円

（11.5％）

災害復旧事業費
1億4,497万円

（0.9％）

人　　件　　費
27億0,417万円

（15.6％）

補　助　費　等
23億6,240万円

（13.6％）

物　　件　　費
21億9,207万円

（12.7％）

扶　　助　　費
16億4,356万円

（9.5％）

維 持 補 修 費
4億7,652万円

（2.8％）

公　　債　　費
21億0,120万円

（12.1％）

貸　　付　　金
19億9,109万円

（11.5％）

繰　　出　　金
16億5,316万円

（9.5％）

積立金、出資金、予備費
5,088万円
（0.3％）

投
資
的
経
費

（12.4％）

（54.2％）

（33.4％）

■市債の状況
（14年度末残高見込み）

■市税の収入済額
（収納率91.2％）

168億6,368万円

26億1,146万円

128億5,119万円

25億3,882万円

22億5,456万円

371億1,971万円

一 般 会 計

簡 易 水 道
特 別 会 計

下水道事業
特 別 会 計

農業集落排水
事業特別会計

水道事業会計

計

28.0％11億2,923万円市　民　税

61.4％24億7,736万円固定資産税

2.1％8,568万円軽自動車税

4.3 ％1億7,521万円
市　町　村
た ば こ 税

0.4％1,440万円
特 別 土 地
保　有　税

3.8％1億5,437万円都市計画税

100.0％40億3,625万円計

税　　目 税　　額 構成比

のお知らせ財政事情
十日町市 TOKAMACHI

■特別会計予算の執行状況

19億3,405万円20億3,860万円30億3,577万円国民健康保険

2億6,881万円3億7,681万円5億2,935万円簡　易　水　道

14億0,971万円10億1,753万円27億1,994万円下 水 道 事 業

31億1,169万円29億6,098万円42億6,593万円老　人　保　健

5億6,111万円5億0,923万円10億5,481万円農業集落排水事業

15億2,254万円15億3,051万円23億6,740万円介　護　保　険

88億0,791万円84億3,366万円139億7,320万円計

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 支 出 済 額

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
「
財
政
事
情
の
作
成
お

よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
町
市
お
よ
び
十
日
町

地
域
広
域
事
務
組
合
、
十
日
町
地
域
衛
生

施
設
組
合
の
平
成
14
年
12
月
31
日
現
在
の

財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■一般会計予算の執行状況

当 初 予 算 額

12月末予算額

収　入　済　額
（一時借入金等含め115億8,518万円）

支　出　済　額

171億5,400万円

173億1,171万円

111億8,001万円

106億7,017万円

収入率64.6％（一時借入金等除く）

執行率61.6％

一時借入金等
4億0,517万円

■一般会計予算の内訳 12月末予算

（歳入・歳出173億1,173万円）

繰入金  1億2,025万円（0.7％）�
　　分担金・負担金  2億8,180万円（1.6％）�
　　　　その他  14億5,719万円（8.4％）�

地方交付税�

  56億5,203万円�

　　（32.6％）�

市　税  �

44億2,520万円�

（25.6％）�

　   諸収入�
20億�
7,074万円�
　(12.0％）�

市債 12億6,630万円（7.3％）�

県支出金�
9億�
2,698万円�
（5.4％）�

土木費 �
29億�
9,359万円�
（17.3％）�

民生費�
35億�
4,063万円�
（20.5％）�

　総務費�
20億�
1,300万円�
（11.6％）�

公債費�
20億�
3,120万円�
（11.7％）�

　　教育費�
17億�
8,058万円�
 （10.3％）�

消防費  6億1,200万円（3.5％）�
労働費  1億9,351万円（1.1％）�

議会費  1億7,801万円（1.0％）�
災害復旧費  1億4,497万円（0.8％）�

予備費  500万円�
　　　　（0.1％）�

歳出� 歳入�
商工費商工費�
1616億6,2256,225万円万円�
（9.69.6％）％）�

衛生費衛生費�
1313億8,4708,470万円万円�
　　　　（　　　　（8.08.0％）％）�

商工費�
16億6,225万円�
（9.6％）�

国庫支出金国庫支出金�
1111億1,1221,122万円万円�
（6.46.4％）％）�

国庫支出金�
11億1,122万円�
（6.4％）�

衛生費�
13億8,470万円�
　　　　（8.0％）�

農林水産業費  7億7,227万円（4.5％）�

※諸収入は貸付金元利収入等です。
※その他は前年度繰越金等です。
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米
に
限
ら
ず
、
商
品
の
供
給
過
剰
は
価

格
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
作
り
た
い
」
と
い
う
願
望
だ

け
で
過
剰
生
産
を
続
け
れ
ば
、
結
果
と
し

て
所
得
の
減
少
と
い
う
深
刻
な
事
態
に
直

面
す
る
の
は
生
産
者
自
身
で
す
。

そ
こ
で
、
計
画
的
な
米
の
生
産
を
行
う

た
め
に
、
当
市
は
、
農
業
者
団
体
・
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
て
生
産
調
整
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
、
各
生
産
者
に
15
年
度
の

米
の
作
付
面
積
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

及
び
生
産
調
整
目
標
面
積
を
配
分
し
ま
す
。

15
年
度
の
生
産
調
整
に
あ
た
っ
て
は
、

米
の
生
産
数
量
及
び
作
付
面
積
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
並
び
に
生
産
調
整
目
標
面

積
と
い
う
３
つ
の
数
値
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
16
年
度
以
降
の
新
対
策
で
、

水
稲
の
生
産
量
及
び
作
付
面
積
に
主
眼
を

置
い
た
生
産
調
整
に
制
度
を
大
転
換
す
る

た
め
の
、
過
渡
的
な
情
報
提
供
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

15
年
度
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
同
様
、

生
産
調
整
目
標
面
積
の
達
成
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

15
年
度
の
配
分
率
は
、
昨
年
度
同
様
、

３
段
階
の
傾
斜
配
分
を
行
い
ま
す
。

理
由
は
、
①
平
場
と
山
間
地
の
反
収
の

違
い
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
。
②

16
年
度
か
ら
目
標
割
当
が
生
産
数
量
の
配

分
に
な
り
、
ま
す
ま
す
反
収
の
違
い
に
よ

る
不
公
平
感
の
是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
で
す
。
そ
こ
で
、
15
年
度
は
十
日
町

市
農
業
委
員
会
の
「
標
準
小
作
料
等
級
別

適
用
地
域
」
を
基
に
、
基
準
配
分
率
に
補

正
係
数
を
乗
じ
た
３
段
階
の
傾
斜
配
分
を

し
ま
す
。

16
年
度
か
ら
の
新
対
策
で
は
、
売
れ
る

米
の
産
地
に
作
付
け
を
増
や
し
、
売
れ
な

い
米
の
産
地
で
生
産
調
整
を
増
や
す
考
え

方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
に
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

魚
沼
米
と
し
て
の
高
品
質
・
良
食
味
米
生

産
の
維
持
と
一
等
米
比
率
95
％
以
上
を
目

標
に
、
十
日
町
農
業
協
同
組
合
が
主
体
と

な
っ
て
栽
培
履
歴
の
わ
か
る
米
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

一
方
で
、
米
だ
け
に
依
存
し
た
経
営
体

質
を
改
革
す
る
た
め
に
も
、
大
豆
・
そ

ば
・
な
す
・
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
、
園
芸
作
物

の
本
作
化
の
定
着
を
通
じ
て
、
安
定
し
た

水
田
農
業
経
営
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
農
業

団
体
・
行
政
は
じ
め
関
係
機
関
が
一
体
と

な
っ
て
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
生
産
調
整
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
各
種
助
成
制
度
な
ど
を
最
大
限
活
用

し
、
所
得
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
目
標
達
成
に

向
け
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎負担金の状況

◎組合予算の執行状況

◎組合債の状況

◎組合財産の状況

土　　地

建　　物

基　　金

8,172.39㎡

6,400.02㎡

0円

当 初 予 算 額

12月末予算額

収 入 済 額

支 出 済 額

10億2,900万円

（収入率65.2％）

（執行率58.5％）

11億1,305万円

7億2,549万円

6億5,088万円

十　日　町　市

川　　西　　町

松　　代　　町

計

7億1,521万円 （84.1％）

（10.0％）

（5.9％）

（100.0％）

8,502万円

5,014万円

8億5,037万円

ごみ処理施設整備債

し尿処理施設整備債

厚生福祉施設整備債

15億1,595万円

2億3,031万円

5億0,090万円

計 22億4,716万円

十日町地域衛生施設組合

十日町地域広域事務組合

財政事情のお知らせ

◎会計別予算の執行状況

◎市町村別負担金状況

◎組合財産の状況

会　　計　　名 支 出 済 額 執行率収入率収 入 済 額予算現額

52億1,064万円 20億6,654万円 39.7％ 24億0,786万円 46.2％

4,146万円 4,016万円 96.9％ 3,044万円 73.4％

52億5,210万円 21億0,670万円 40.1％ 24億3,830万円 46.4％

一 般 会 計

家畜指導診療所特別会計

合　　　計

会 計 名
市町村名 合　　　計 構成比

家畜指導診療
所特別会計

一 般 会 計

7億8,429万円 370万円 7億8,799万円 24.0％

2億0,406万円 283万円 2億0,689万円 6.3％

2億6,393万円 395万円 2億6,788万円 8.2％

1億4,191万円 93万円 1億4,284万円 4.4％

11億 5,341万円 56万円 11億5,397万円 35.2％

7億1,762万円 53万円 7億1,815万円 21.9％

32億6,522万円 1,250万円 32億7,772万円 100.0％

十 日 町 市

川　　西　　町

津　　南　　町

中　　里　　村

松　　代　　町

松　之　山　町

合　　　計

73,715.34㎡土　　　　地

11,580.90㎡建　　　　物

677万円基　　　　金

温泉利用権、芸術作品そ の 他

◎組合債の現在高状況

金　　　額目　的（事業名）

2,836万円消防庁舎建設事業

9,174万円消防施設整備事業

17億0,560万円地域総合整備事業

18億2,566万円計※土地については、里創プラン用地を掲載。その他土
地は、施設所在市町村より借地

生
産
者
の
た
め
の
生
産
調
整

産
地
間
競
争
を

勝
ち
抜
く
た
め
に

15
年
度
の
米
生
産
調
整

〜
目
標
配
分
率
は
３
段
階
の
傾
斜
配
分
〜

平
成
14
年
度
の
生
産
調
整
は
、
市
全
体
で
１
０
０
％
達
成
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
15
年
度
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
米
の
潜
在
生
産
力
が
消
費
量
を
大

幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
市
に
は
、
昨
年
を
約
45
ha
上
回
る
５
９
５
・

42
ha
の
転
作
目
標
面
積
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

15
年
度
の
生
産
調
整
へ
の
十
日
町
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

過
渡
期
の
15
年
度
転
作

15年度生産調整にかかわるガイドライン及び目標面積

( )内は前年比増減。米の生産数量は主食用水稲の値。

15年度の目標面積算定方法

標準小作料等級

田 １ 級 地

田 ２ 級 地

田３・４級地

補正係数

１.００

０.９６

０.９２

実配分率（水張面積対比）

２７.６％

２６.５％

２５.４％

対象農区数

９１

１６

５０

配
分
率
は
３
段
階

■
問
合
せ
＝
農
林
課
水
田
農
業
支
援
係

（
内
線
３
３
３
）

国

新 潟 県

十日町市

米の生産数量

854万トン

57万8,500トン

8,593.45トン

米の作付面積

163万ha

10万7,928ha

1698.31ha

生産調整目標面積

102万ha（+5万ha）

4万8,555ha（+3,332ha）

595.42ha（+45.06ha）
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こ
の
ほ
か
、
市
の
庁
用
車
に
は
、
そ
の

用
途
に
応
じ
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
の
導
入
を
積
極
的
に
図
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
必
要
性
や
活
用

す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
加
え
、
『
新

十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
』
な
ど
と
の
整

合
を
図
り
つ
つ
、
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

計
画
」
を
検
討
し
ま
し
た
。

【
ハ
ー
ド
事
業
】

●
学
校
施
設
へ
の
雪
氷
冷
熱
利
用
の
推
進

（
第
１
段
階
‥
十
日
町
小
学
校
へ
の
導
入
）

●
集
合
住
宅
へ
の
雪
氷
冷
熱
利
用
の
推
進

●
雪
利
用
シ
ス
テ
ム
の
確
立

●
市
役
所
を
は
じ
め
公
共
施
設
の
一
角
を

利
用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
展
示

●
既
存
の
公
共
施
設
で
の
雪
氷
冷
熱
利

用
、
太
陽
光
及
び
太
陽
熱
利
用
設
備
の
導

入●
庁
用
車
へ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
の
導
入

【
ソ
フ
ト
事
業
】

●
平
成
16
年
７
月
に
雪
サ
ミ
ッ
ト
（
全
国

明
る
い
雪
自
治
体
会
議
）
を
開
催
し
、
雪

氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設
や
各
種
関
連
機

器
、
実
験
設
備
な
ど
を
公
開
し
ま
す
。

●
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全

戸
に
配
布
し
ま
す
。

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

継
続
的
な
普
及
を
推
進
す
る
た
め
に
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
推
進
組
織
を
立
ち
上
げ
、

産
官
学
の
協
調
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
に
努
め
ま
す
。

ま
た
平
成
15
年
度
以
降
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
導
入
計
画
の
早
期
実
現
を
図

る
た
め
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
開
発
総
合
機
構
）
の
助
成
を
受

け
て
、
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計

や
事
業
収
支
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
、

各
方
面
か
ら
の
評
価
を
行
い
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

化
石
燃
料
の
消
費
を
抑
制
し
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
目
的
で
す
。
そ
れ
に
向

け
て
市
が
先
導
役
と
な
り
、
市
民
や
民
間

事
業
者
と
手
を
た
ず
さ
え
な
が
ら
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
そ
の

も
の
を
削
減
し
て
化
石
燃
料
の
消
費
を
抑

制
す
る

”省
エ
ネ
ル
ギ
ー
“
の
考
え
方
に

つ
い
て
も
、
広
く
理
解
を
い
た
だ
き
、
毎

日
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
企
業
活
動
を
見

直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
「
十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
市
の
地
域
特
性
や
国
・

県
の
施
策
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
取
り
入

れ
な
が
ら
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
保
全
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
心
掛
け
が
地
球
温
暖

化
防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
導
入
目
的

や
導
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
・
市

民
・
民
間
事
業
者
な
ど
が
共
通
認
識
を
持

っ
て
初
め
て
実
現
す
る
も
の
で
す
。
当
市

の
地
域
特
性
を
考
慮
し
て
、
基
本
理
念
を

「
自
然
の
恵
み
を
未
来
の
十
日
町
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
！
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
ま
ず
市
民
の
目
に
触
れ
や
す
い
「
公

共
施
設
」に
率
先
し
て
導
入
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
民
間
事
業
者
へ
の
理
解
を

拡
げ
る
た
め
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
啓
発

活
動
・
情
報
提
供
・
普
及
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
市

で
は
施
設
整
備
（
ハ
ー
ド
事
業
）
と
啓

発
・
情
報
提
供
（
ソ
フ
ト
事
業
）
を
並
行

し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
よ
り
広
範
に
普

及
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
で
は
、
積
極
的
に
活
用
す
べ

き
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
と
し
て
、
次
の
３

つ
を
選
出
し
ま
し
た
。

Ⅰ
　
太
　
陽
‥
太
陽
光
発
電
及
び
太
陽
熱

利
用

Ⅱ
　
雪
　
　
‥
雪
氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ⅲ
　
廃
棄
物
‥
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
利
用
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
つ
い
て
も
特
定
施
設
で
の
限
定
的

な
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

技
術
革
新
に
よ
っ
て
実
用
化
の
目
処
が
つ

き
次
第
導
入
で
き
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
制

度
の
検
討
・
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

太
陽
光
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
東
京
な
ど
雪
の
降

ら
な
い
地
域
と
比
べ
て
も
劣
ら
な
い
日
射

量
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
着

雪
し
な
い
よ
う
に
壁
に
設
置
す
る
工
夫
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

雪
氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

当
市
は
、
５
万
人
規
模
の
人
口
で
は
世

界
一
の
積
雪
都
市
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
２
ｍ
を
超
え
る
積
雪
に
は
膨
大
な
自

然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
や
ほ
か
の
積
雪
地
域
で
も
す
で
に

雪
氷
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
食
物
の
貯
蔵
や

冷
房
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
技
術
開
発

途
上
に
あ
る
も
の
の
、
廃
棄
物
処
理
問
題

の
解
決
、
ま
と
ま
っ
た
排
出
量
と
回
収
方

法
の
確
立
を
考
え
る
と
、
中
期
的
に
実
用

化
・
導
入
を
検
討
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
日
町
市
で
は
冬
期
間
の
暖

房
・
融
雪
用
に
灯
油
を
多
く
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
灯
油
に
よ
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
電
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
）
の

導
入
・
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

導
入
の
基
本
理
念

導

入

計

画

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
方
法

活
用
す
べ
き

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

た
め
の
啓
発
活
動

「
十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

見
直
し
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
具
体
的
な
方
向
性
を

示
し
、
市
民
主
体
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
昨
年
７
月
か
ら
策
定
委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
調
査
な
ど
を
行
い
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

十
日
町
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

□
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
情
報
館

及
び
公
民
館
本
館
に
て
３
月
10
日
ま

で
報
告
書
（
案
）
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

□
お
問
い
合
わ
せ

建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
克
雪
係

電
話
　
57
│
３
１
１
１
内
線
２
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
52
│
４
６
３
５

Ｅ
メ
ー
ル

koku
setsu

@
city
.tokam

achi.n
iigata.jp

新エネルギーの種類

太 陽 光 エ ネ ル ギ ー

太 陽 熱 エ ネ ル ギ ー

風 力 エ ネ ル ギ ー

バイオマスエネルギー

雪 氷 冷 熱 エ ネ ル ギ ー

温浴施設排熱エネルギー

下水熱排熱エネルギー

コージェネレーション・燃料電池

クリーンエネルギー自動車

評　価

◎

◎

△

◎

◎

△

△

○

○

ぜい
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ネスパスで雪国のくらし体感講座

２月５日d・６日eの２日間、渋谷区の表参道・新潟館

ネスパスで都会の子どもたちに雪国のくらしを知ってもら

う「雪国のくらし体感講座」が実施されました。パネルな

どで雪国の様子や克雪・利雪の取り組みが紹介されたほか、

当市から約10トンの雪を搬入して作った“かまくら”や雪

の上でのかんじき体験が行われました。訪れた小学生や親

子連れは「雪国の雰囲気が味わえた」と喜んでいました。

十日町市消防団が最高栄誉「まとい」受賞

２月７日f、十日町市消防団は日本消防協会から特別表彰

の「まとい」を受賞しました。全国3,600以上の消防団が、

特別表彰「まとい」の受賞を目標にしています。こうした中、

消防団の最高栄誉として全国10消防団が表彰され、十日町

市消防団も晴れの栄誉に輝きました。上村久夫消防団長は、

「受賞を契機に全団員がさらに一致団結し、市民の生命財産

保全のために、新たな決意で精進したい」と述べています。

岡
山
県
山
手
小
学
校
６
年
生
や
山
手

村
長
な
ど
の
訪
問
団
約
60
人
が
２
月
７

日
f
か
ら
３
日
間
中
条
地
区
を
訪
れ
、

中
条
小
学
校
な
ど
と
の
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。
訪
問
団
は
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場

を
見
学
し
た
り
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ

り
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
雪
国
の
暮

ら
し
に
触
れ
ま
し
た
。
毎
年
夏
に
は
中

条
小
学
校
６
年
生
を
中
心
と
し
た
訪
問

団
が
山
手
村
を
訪
れ
、
冬
に
は
山
手
村

の
訪
問
団
を
迎
え
て
い
る
相
互
交
流

は
、今
年
で
７
回
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

や
ま
て
・
中
条
交
流

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

プ
ロ
に
よ
る
市
内
初
の
漫
画
教
室
が

２
月
８
日
g
に
ハ
ヤ
マ
荘
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
の
円
高
寺
て
つ
や
さ
ん
は

故
手
塚
治
虫
さ
ん
の
下
で
修
行
を
重

ね
、
現
在
は
漫
画
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
と
し
て
ハ
ヤ
マ
荘
を
拠
点
に
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
温
か
な
作
風
に
市
内

に
も
フ
ァ
ン
が
多
く
、
当
日
は
幼
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
約
50
人
が
参
加
し
て

表
現
の
コ
ツ
を
楽
し
く
教
わ
り
ま
し
た
。

円
高
寺
さ
ん
は
、
今
後
も
教
室
を
毎
月

１
回
開
催
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

親子のふれあい「ドキドキランド」

プ
ロ
が
教
え
る
漫
画
の
ツ
ボ

２月９日a、青少年ホームで毎月恒例の「ドキドキラン

ド」が開かれ、約40人の親子が「豆まき」や「雪遊び」で

楽しいひとときを過ごしました。この催しは、親子いっし

ょに楽しい体験を重ね、絆
きずな

を深めようという活動で、少年

育成センターの主催により毎月第２日曜日に開催されてい

ます。「鬼はー外、福はー内」と言いながら、紙製の豆を鬼

に投げる親子には、明るい笑顔がこぼれていました。

小
林
由
弘
さ
ん
が
、
教
育
関
係
分
野
の

高
齢
者
叙
勲
で
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受

章
さ
れ
ま
す
。

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
９
年
の
中
条
尋
常

小
学
校
を
振
り
出
し
に
通
算
40
年
間
の
教

職
人
生
を
歩
み
ま
し
た
。
戦
前
・
戦
後
の

混
乱
期
に
は
、
訓
導
そ
し
て
教
諭
と
し
て

活
躍
し
、
理
科
や
体
育
・
書
道
な
ど
の
教

育
で
優
れ
た
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
24

年
に
大
井
田
小
学
校
長
に
就
任
以
来
、
49

年
３
月
の
退
職
ま
で
の
25
年
間
は
校
長
と

し
て
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

退
職
後
も
、
十
日
町
市
教
育
長
や
十
日

町
市
公
民
館
長
と
し
て
、
市
の
教
育
振
興

に
貢
献
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
、
社
会
教
育
や
高

齢
者
福
祉
の
分
野
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。

「
戦
時
中
に
１
ク
ラ
ス
94
人
を
受
け
持
っ

た
こ
と
が
大
き
な
思
い
出
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲
・
全
国
表
彰

tokamachi topics

市
内
下
条
の
農
業
生
産
法
人
㈲
ア
グ
リ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
下
条
が
、
１
月
23
日
e
に

都
内
で
開
催
さ
れ
た
平
成
14
年
度
優
良
認

定
農
業
者
表
彰
式
で
全
国
経
営
基
盤
強
化

促
進
委
員
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
社
は
地
域
農
業
の
受
け
皿
と
し
て
平

成
８
年
に
設
立
さ
れ
、
雪
国
で
の
冬
期
間

の
安
定
雇
用
創
出
の
た
め
に
、
水
稲
と
え

の
き
茸
の
複
合
営
農
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
現
在
は
、
20
・
３
ha
の
水
稲
経
営

の
ほ
か
作
業
受
託
、
年
間
１
６
２
万
本
の

き
の
こ
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章

全
国
経
営
基
盤
強
化
促
進

委
員
会
会
長
賞

小林由弘さん

（水口・88歳）
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橋本雄太ちゃん

（６歳）

わたし動物が大好き。大きくなったら獣

医さんになりたいの。この絵は犬ぞりが、

北極を走っているところです。お空では、

男の子と女の子カラスがキスをしているよ。

黒い竜が大空を飛んでいる絵です。竜は

保育園のたてものより大きいんだ。みんな

は怖がるけど、本当はいいやつなんだよ。

ぼくは竜の背中に乗って大空を飛びたいな。

波形亜
あ

沙
さ

美
み

ちゃん

（６歳）

No.214

飛
渡
保
育
園

出
発
前
の
緊
張
が
、パ
レ
ー
ド
の
開
始
と
と
も
に
ス
ウ
ッ
と
消
え
ま
し
た
。

後
半
で
少
し
足
が
乱
れ
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
声
援
に
励
ま
さ
れ
、
楽
し

く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
山
田
愛
さ
ん
（
副
部
長
６
年
）

演
奏
を
精
一
杯
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

今
日
の
雪
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
は
、
小
学
校
生
活
で
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま

す
。
中
学
校
に
行
っ
て
も
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
続
け
た
い
で
す
。

◆
遠
藤
裕
美
江
先
生

子
ど
も
た
ち
は
１
０
０
点
満
点
で
し
た
。
約
１
か
月
間
集
中
し
、
懸
命
に

練
習
し
て
き
た
の
が
成
功
の
理
由
で
す
。
５
・
６
年
生
が
初
参
加
の
４
年
生

を
励
ま
し
助
け
あ
う
こ
と
で
、み
ん
な
の
音
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
の
晴
れ
の
行
進
を
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
い
て
く
だ
さ
い
。

●
東
小
学
校
　
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

雪
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
で
晴
れ
の
行
進

２
月
15
日
g
の
雪
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
で
、
東
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

が
堂
々
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
晴
れ
わ
た
る
空
の
よ
う
に
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
演
奏
が
、
子
ど
も
た
ち
の
行
進
と
と
も
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
28
人

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

◆
金
子
友と
も

望み

さ
ん
（
部
長
６
年
）

パ
レ
ー
ド
で
は
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
か
ら
声
援
を
い
た
だ
い
て
、
心
を
一

つ
に
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
上
級
生
だ
け
で
な
く
、
初
参
加
の
４

年
生
と
い
っ
し
ょ
に
、
み
ん
な
で
最
後
ま
で
行
進
で
き
た
の
が
一
番
う
れ
し

い
で
す
。

◆
高
根
沢
奈な

央お

さ
ん
（
副
部
長
６
年
）

11

左から遠藤裕美江先生、山田愛さん、高
根沢奈央さん、金子友望さん

田
麦
の
農
家
で
４
人
兄
弟
の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
上
の
兄
と
は

10
歳
離
れ
て
い
ま
し
た
。
六
箇
尋
常
小
学

校
卒
業
後
、
農
業
の
手
伝
い
と
手
機
織
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
兄
が
東
京
で
営
ん
で

い
た
洋
服
屋
の
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
昭
和
17
年
こ
ろ
か
ら
手
伝
い
の

た
め
東
京
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
家
も
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
１
年
ほ
ど
で
呼
び
戻
さ
れ
ま
し
た
。

20
年
４
月
に
、
こ
の
家
の
長
男
と
結
婚

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
男

は
結
婚
の
２
か
月
前
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

長
男
の
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
金
沢
市
の
赴

任
地
ま
で
送
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
家

の
弟
２
人
は
す
で
に
戦
地
に
赴
い
て
い
ま

し
た
。
３
人
兄
弟
の
だ
れ
か
が
無
事
帰
っ

て
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
夫

不
在
の
ま
ま
嫁
ぎ
ま
し
た
。
嫁
ぎ
先
は
農

業
と
機
屋
を
し
て
い
ま
し
た
。
義
理
の
祖

父
母
・
父
母
と
の
同
居
で
し
た
が
、
娘
の

よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
、
苦
労
も

さ
び
し
さ
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
婚

予
定
の
長
男
に
は
、
そ
の
後
１
度
だ
け
面

会
に
行
き
ま
し
た
が
、
ネ
グ
ロ
ス
島
で
帰

ら
ぬ
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

23
年
に
樺
太
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
こ
の

家
の
次
男
が
復
員
し
、
結
婚
し
ま
し
た
。

旅
行
が
好
き
で
よ
く
夫
婦
で
出
か
け
ま

す
。
53
年
に
知
人
に
誘
わ
れ
て
ハ
ワ
イ
旅

行
を
し
た
の
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
和

食
も
あ
り
、
果
物
も
豊
富
な
の
で
不
便
も

な
く
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
毎
年
、
市
の

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
旅
行
に
夫
婦

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

歌
が
好
き
で
、
以
前
は
民
謡
を
習
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
は
、
夏
場
は
野
菜
づ
く
り
を
し
、
わ

ず
か
で
す
が
出
荷
も
し
て
い
ま
す
。
冬
場

の
こ
の
時
期
は
、
天
気
の
い
い
日
は
散
歩

や
雪
片
付
け
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
少
し
だ
け
晩
酌
を
し
ま
す
。
梅

酒
に
焼
酎
を
入
れ
、
さ
ら
に
お
湯
や
水
で

薄
め
て
飲
ん
で
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ

と
と
わ
ず
か
な
晩
酌
が
、
私
流
の
健
康
を

保
つ
秘
訣
で
す
。

そ�の�
そ�し�て�
昔�
今�
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越村ハルヱさん（新座第３）82歳

〈
第
８
回
し
み
渡
り
雪
上
散
歩
〉▼
３
月
23
日

a
▼
五
日
町
ス
キ
ー
場
周
辺
▼
六
日
町
駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
15
分
▼
早
春
の
し
み
た
雪
原
の

上
を
そ
の
ま
ま
歩
け
る

”し
み
渡
り
“。
雪

国
だ
け
の
不
思
議
体
験
、
妻
有
の
郷
と
の
郡

境
り
ょ
う
線
を
歩
き
、
二
本
杉
の
二
股
を
く

ぐ
る
と
今
年
も
「
ご
う
ぎ
」
い
い
こ
と
が
あ

る
と
い
い
ま
す
▼
し
み
渡
り
雪
上
散
歩
実
行

委
員
会（
1
０
２
５
‐
７
７
６
‐
２
０
３
２
）

〈
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｔ
Ｏ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
犬
ぞ
り
大
会

in
湯
沢
〉
▼
３
月
１
日
g
〜
３
月
２
日
a
▼

湯
沢
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
▼
越
後
湯
沢
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
５
分
▼
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
レ
ー
ス
。
人
間
と
犬
と
が
力
を

合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
一
般
的

な
レ
ー
ス
の
ほ
か
に
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
、
リ

レ
ー
レ
ー
ス
、
当
日
参
加
で
き
る
レ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
▼
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
（
1
０

２
５
‐
７
８
４
‐
１
５
１
１
）

〈
水
族
館
飼
育
教
室
〉▼
３
月
25
日
c
〜
３
月

26
日
d
（
申
込
締
切
３
月
14
日
f
）
▼
直
江

津
駅
か
ら
徒
歩
10
分
▼
展
示
水
槽
の
設
営
・

解
説
の
作
成
・
え
さ
作
り
・
え
さ
あ
げ
・
水

質
検
査
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
水
生

生
物
の
飼
育
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
▼
上
越
市

立
水
族
博
物
館
（
1
０
２
５
‐
５
４
３
‐
２

４
４
９
）

３月のイベント情報 131

か
ら
ふ
と
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読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
15
日

g
午
後
３
時
〜
■
会
場
＝
情
報
館
■

問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０

０
）親

と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時

＝
３
月
４
日
（
ひ
な
ま
つ
り
）
・
11

日
・
18
日
（
終
了
式
）
の
各
火
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
※
■
会
場
＝
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

■
日
時
＝
３
月
13
日
e
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
■
会
場
＝
県
立
十
日
町
病

院
■
講
師
＝
十
日
町
病
院
内
科
・
伊

藤
崇た
か

子こ

医
師
、
中
嶋
看
護
師
、
小
野

塚
栄
養
課
長
、
小
杉
理
学
療
法
士
■

申
込
み
＝
不
要
■
問
合
せ
＝
県
立
十

日
町
病
院
（
1
57
│
５
５
６
６
）

「
春
の
気
軽
な
お
も
て
な
し
料
理
」

（
桜
ず
し
ほ
か
）
を
作
り
ま
す
。
■

日
時
＝
３
月
14
日
f
午
前
10
時
〜
午

後
１
時
■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日

町
営
業
所
■
参
加
費
＝
５
０
０
円
■

定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
10

日
b
ま
で
に
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
（
1
52
│
３
１
０
７
）

４
月
１
日
付
採
用
の
、
知
的
障
害

者
授
産
施
設
（
通
所
）
な
ご
み
の
家

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
■
募
集

職
種
＝
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
１

名
■
応
募
資
格
＝
看
護
師
ま
た
は
准

看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人
■
主
な

業
務
＝
利
用
者
の
看
護
と
健
康
管
理

業
務
。
事
務
及
び
利
用
者
の
作
業
支

援
な
ど
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

３
日
b
ま
で
に
、
申
込
書
類
（
な
ご

み
の
家
に
配
置
）
を
な
ご
み
の
家

（
1
52
│
５
２
１
２
）
に
提
出

県
内
在
住
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人
を
募
集
し
ま
す
。
■
募
集
講

座
・
受
講
料
（
年
額
）
＝
①
教
養
講

座
（
２
年
制
、
６
月
〜
10
月
、
延
べ

29
日
間
）、５
、
０
０
０
円
②
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
１
年
制
、
６
月

〜
９
月
、
延
べ
10
日
間
）、
５
、０
０

０
円
③
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
１
年
制
、

７
月
〜
８
月
、
延
べ
10
日
間
）、１
０
、

０
０
０
円
■
会
場
＝
新
潟
、
長
岡
、

上
越
■
申
込
み
＝
４
月
15
日
c
ま
で

に
入
学
申
込
書
（
市
介
護
保
険
課
に

配
置
）
を
提
出
■
問
合
せ
＝
7
県
長

寿
社
会
振
興
財
団
（
1
０
２
５
│
２

８
５
│
１
４
０
０
）

２
月
は
国
民
健
康
保
険
料
第
８
期

と
介
護
保
険
料
第
８
期
の
納
付
の
月

で
す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

お知らせ・ガイド

３
月
の
ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

３
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

健
康
講
座
「
糖
尿
病
」

新
潟
県
高
齢
者
大
学

学
生
募
集

税
金
を
納
め
て
広
が
る
豊
か
な
く
ら
し

２
月
の
納
税
・
納
付

市税などの納付には口座振替をご利用ください
～　安全・確実で手続きが簡単な口座振替をおすすめします　～

【口座振替はこんなに便利です】
・指定された預貯金口座から自動的に払い込まれ

るので、納め忘れがありません。

・納期のたびに金融機関へ行く必要がないので、

手間が省けます。

●口座振替できる税目
・市・県民税（特別徴収は除く)、固定資産税、

軽自動車税、国民健康保険料、介護保険料

●手続き
・受付窓口＝市内の銀行、信用組合、労働金庫、農

協、郵便局

・必要なもの＝通帳、預貯金届出印

・納税(付)義務者名で申し込んでください。

・毎月25日までに申し込むと、翌月から口座振替に

なります。（申し込んでも間に合わない場合は、納

付書を郵送しますので、その納付書で納付してく

ださい。）

●その他
・口座振替日は各納期の最終日です。

・預貯金残高が不足している場合は、口座振替でき

ませんので預貯金残高の確認が必要です。

・残高不足で口座振替ができなかった場合は、後日

納付書を郵送しますので、市内の金融機関（郵便局

を除く）または市役所の窓口で納付してください。

・振替口座を変更する場合は、変更後の金融機関窓

口で手続きをしてください。

■問合せ＝税務課管理収納係（内線113）

２
月
９
日
A
に
吉
田
Ｘ
Ｃ
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
た
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
の

各
部
門
優
勝
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
小
学
３
年
以
下
女
子
２
㎞
‥
斎
木
春
菜

（
鐙
島
小
）▼
小
学
３
年
以
下
男
子
２
㎞
‥

斎
木
雄
都
（
鐙
島
小
）
▼
小
学
４
年
女
子

２
㎞
‥
野
上
茉み

弥や

（
鐙
島
小
）
▼
小
学
４

年
男
子
２
㎞
‥
春
日
菖
吾
（
吉
田
小
）
▼

小
学
５
年
女
子
３
㎞
‥
吉
沢
萌
（
鐙
島
小
）

▼
小
学
５
年
男
子
５
㎞
‥
宮
沢
大
志
（
水

沢
小
）
▼
小
学
６
年
女
子
３
㎞
‥
野

上
優
花
（
鐙
島
小
）
▼
小
学
６
年
男

子
５
㎞
‥
斎
木
智
裕
（
鐙
島
小
）
▼

中
学
女
子
３
㎞
‥
水
落
あ
す
か
（
吉

田
中
）
▼
中
学
男
子
５
㎞
‥
井
川
智

之
（
下
条
中
）
▼
小
学
女
子
リ
レ
ー

‥
鐙
島
小
Ａ
▼
小
学
男
子
リ
レ
ー
‥

鐙
島
小
Ａ
▼
中
学
女
子
リ
レ
ー
‥
十

日
町
中
▼
中
学
男
子
リ
レ
ー
‥
十
日

町
中
Ａ

２
月
２
日
A
に
当
間
ス
キ
ー
場
で

開
催
さ
れ
た
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
の

各
部
門
優
勝
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
小
学
３
年
以
下
女
子
‥
湯
澤
明
日

香
（
水
沢
小
）
▼
小
学
３
年
以
下
男

子
‥
倉
沢
宏
平
（
川
治
小
）
▼
小
学

４
年
女
子
‥
水
落
晶
子
（
下
条
小
）

▼
小
学
４
年
男
子
‥
福
島
涼
（
中
条

小
）▼
小
学
５
年
女
子
‥
上
野
遼
は
る
か（

川

治
小
）▼
小
学
５
年
男
子
‥
湯
澤
大だ

い

樹き

（
水

沢
小
）
▼
小
学
６
年
女
子
‥
金
沢
茜
（
馬

場
小
）▼
小
学
６
年
男
子
‥
鈴
木
大
貴（
倉

俣
小
）
▼
中
学
女
子
‥
永
井
琴
（
十
日
町

中
）
▼
中
学
男
子
‥
中
町
茂
飛
（
下
条
中
）

▼
25
歳
以
下
女
子
‥
池
田
幸
子
（
池
田
塗

装
）
▼
35
歳
以
下
女
子
‥
佐
藤
忍
▼
25
歳

以
下
男
子
‥
金
沢
慎
太
郎
（
十
日
町
高
）

▼
35
歳
以
下
男
子
‥
樋
熊
一
茂
（
十
日
町

Ｓ
Ｃ
）
▼
45
歳
以
下
男
子
‥
富
井
孝
（
当

間
Ｓ
Ｃ
）
▼
46
歳
以
上
男
子
‥
宮
沢
伸
一

（
当
間
Ｓ
Ｃ
）

第
52
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
が

２
月
３
日
B
か
ら
７
日
F
ま
で
岐
阜
県
朝

日
村
・
丹
生
川
村
で
、
ま
た
、
第
40
回
全

国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
２
月
４
日
C
か

ら
７
日
F
ま
で
山
形
県
米
沢
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
つ
の
全
国
大
会
で
地
元
及

び
地
元
出
身
選
手
が
全
国
の
精
鋭
を
相
手

に
、
上
位
に
食
い
込
む
大
活
躍
を
み
せ
、

ス
キ
ー
王
国
十
日
町
の
健
在
ぶ
り
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

（
10
位
以
内
を
掲
載
。○
中
の
数
字
が
順
位
）

【
第
52
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
】

▼
女
子
５
d
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
②
丸
山
智ち

恵え

（
十
日
町
総
合
高
）
▼
男
子
10
d
ク
ラ
シ

カ
ル
＝
②
桑
原
慎
太
郎
（
八
海
高
）
▼
男

子
15
㎞
フ
リ
ー
＝
⑦
井
川
純
一（
中
越
高
）

⑨
桑
原
慎
太
郎
（
八
海
高
）
▼
男
子
リ
レ

ー
＝
②
八
海
高
（
２
走
桑
原
慎
太
郎
）
⑧

十
日
町
総
合
高
校
（
登
坂
竜た
つ

也や

・
島
田

涼
り
ょ
う

・
村
山
健
吾
・
村
山
勝

す
ぐ
る

）
▼
女
子
リ
レ

ー
＝
⑥
十
日
町
総
合
高
校
（
藤
巻
久
美

子
・
丸
山
智
恵
・
田
村
文
）

【
第
40
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
】

▼

女
子
３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
⑨
小
林
美

貴
（
下
条
中
）
⑩
水
落
あ
す
か
（
吉
田
中
）

▼
男
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
＝
④
高
橋
紘ひ
ろ

弥や

（
十
日
町
中
）
▼
女
子
３
㎞
フ
リ
ー
＝
⑧

小
林
美
貴
（
下
条
中
）
▼
女
子
リ
レ
ー
＝

①
新
潟
県
　
１
走
水
落
あ
す
か（
吉
田
中
）

３
走
小
林
美
貴
（
下
条
中
）
▼
男
子
リ
レ

ー
＝
③
新
潟
県
　
２
走
高
橋
紘
弥
（
十
日

町
中
）
４
走
尾
身
大
地
（
吉
田
中
）

ス
キ
ー
王
国
十
日
町
健
在

十日町総合高校リレーでアベック入賞　

第32回 市民スキー選手権大会結果

ア
ル
ペ
ン
競
技

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

全中クラシカル９位
フリー８位ダブル
入賞小林美貴の力走

SKI
ス
キ
ー
王
国
十
日
町
健
在

〜

ス
キ
ー
全
国
大
会
の
結
果

〜

あ
か
ね
会
臨
時
職
員
募
集

（福）
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お知らせ・ガイド

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
21

日
（
春
分
の
日
）

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

■
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
、
21
日
（
春
分
の
日
）

合
併
協
議
会
の
会
議
資
料
及
び
会

議
議
事
録
を
、
市
役
所
行
政
資
料
コ

ー
ナ
ー
、
公
民
館
本
館
・
各
地
区
館

及
び
情
報
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
十
日
町
広
域
圏
合
併
協
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
ま
し
た

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
■
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
‥h

ttp://w
w
w
1
1
.o
cn
.

n
e
.jp
/ ̃
t-g
a
p
p
e
i/

■
問
合
せ
＝
十

日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
事

務
局
（
1
52
│
７
７
２
５
）

お
お
む
ね
45
歳
以
上
で
就
職
を
希

望
す
る
人
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
と
同

一
の
45
歳
以
上
に
関
す
る
最
新
の
情

報
が
そ
ろ
え
て
あ
り
、
比
較
的
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
相
談
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
４
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

■
会
場
＝
市
役
所
１
階
高
齢
者
職
業

相
談
室
■
問
合
せ
＝
高
齢
者
職
業
相

談
室
（
市
役
所
内
1
57
│
３
１
１
１

内
線
１
７
０
）

高
齢
者
や
障
害
者
の
不
動
産
や
相

続
、
遺
言
、
贈
与
、
借
金
の
返
済
な

ど
や
介
護
、
福
祉
な
ど
の
相
談
を
電

話
で
お
受
け
し
ま
す
。ま
た
、成
年
後

見
制
度
や
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

の
ご
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
面
談
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

面
談
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
問
合

せ
先
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
３
月
15
日
g
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
■
相
談
電
話
番
号
（
当
日
の

み
）
＝
①
新
潟
会
場
０
２
５
│
２
２

３
│
２
３
３
５
②
長
岡
会
場
０
２
５

８
│
37
│
９
０
５
１
③
上
越
会
場
０

２
５
│
５
２
１
│
３
８
８
１
■
問
合

せ
＝
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た

（
1
０
２
５
│
２
２
８
│
１
７
２
７
）

十
日
町
市
で
は
、
２
月
17
日
付
け

の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
表
記

【
新
職
（
旧
職
）
氏
名
】
▼
助
役
　
商

工
観
光
課
長
事
務
取
扱
　
観
光
・
リ

ゾ
ー
ト
推
進
室
長
事
務
取
扱
（
助
役
）

関
口
芳
史
▼
企
画
人
事
課
参
事
（
企

画
人
事
課
参
事
　
十
日
町
広
域
圏
合

併
任
意
協
議
会
に
派
遣
）
根
津
正
昭

▼
企
画
人
事
課
参
事
　
十
日
町
広
域

圏
合
併
任
意
協
議
会
に
派
遣
（
商
工

観
光
課
長
　
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進

室
長
事
務
取
扱
）
樋
口
一
雄

３月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

14年 ９ 13 ０ 54

15年 ８ ９ 0 44

交通安全について
家族みんなで話し合いましょう
卒業、就職などの時期を迎え、人や車

の動きも活発になることから、交通事故

の多発が心配されます。家庭こそ交通安

全の原点です。子どもからお年寄りまで、

交通安全について話し合い、一人ひとり

が交通事故の防止に努めましょう。

「女
ひと

と男
ひと

」共に輝くまちづくり

とおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プラン

11

セクシュアルハラスメント、いわゆる

「セクハラ」は他者（被害を受けた本人だ

けでなく周りの人も含む）を不快にさせる

性的言動です。どういった行為がセクハラ

なのかいくつか挙げてみましょう。

●容姿やプロポーションについてあれこれ

いう。● 性的な冗談を言ったり、聞いたり

する。● 肩、手や髪など身体に触る。●

カラオケのデュエットやチークダンスを強

要する。●執ように食事やデートに誘う。

セクハラ防止には、まず一人ひとりの意

識が大切です。男女がお互いを尊重し、対

等なパートナーであるという意識を持つこ

とです。そしてセクハラに対して不快だと

思ったときには明確に「ノー」と意思表示

しましょう。

被害を受けても、羞恥心や訴えた本人が

不利益な扱いをされるのではないかという

不安感などから、声に出せないというのが

現状です。悩んでいたら勇気を出して相談

してみましょう。

【相談窓口】

職場に窓口がある場合は職場の相談窓口

新潟県男女平等推進相談室

（1025-285-6605）

お知らせ・ガイド

■
日
時
＝
３
月
６
日
e
午
前
９
時
〜

正
午
■
会
場
＝
県
十
日
町
総
合
庁
舎

第
一
会
議
室
■
提
出
書
類
①
免
税
軽

油
使
用
者
証
ま
た
は
免
税
軽
油
共
同

使
用
者
証
②
耕
作
面
積
証
明
書（
市

農
業
委
員
会
で
発
行
）
③
印
鑑
（
共

同
使
用
者
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

免
税
証
共
同
交
付
申
請
明
細
書
に
共

同
構
成
員
の
印
鑑
を
押
印
し
て
く
だ

さ
い
）
④
免
税
証
交
付
申
請
書
（
交

付
会
場
に
配
置
）■
注
意
事
項
＝
①

春
耕
分
、
秋
耕
分
及
び
収
穫
分
の
免

税
証
を
ま
と
め
て
交
付
し
ま
す
②
作

業
内
容
を
確
認
し
ま
す
③
小
型
特
殊

自
動
車
（
最
高
時
速
35
㎞
／
ｈ
未
満
）

に
該
当
す
る
も
の
が
免
税
対
象
機
械

と
な
り
ま
す
④
免
税
対
象
機
械
を
新

規
又
は
変
更
登
録
す
る
場
合
は
、
機

械
の
販
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ
グ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
■
問
合
せ
＝
県
十

日
町
県
税
事
務
所
課
税
課
（
1
57
│

５
５
１
２
）

免
税
軽
油
使
用
者
証
の
交
付
申
請

（
新
規
、
更
新
、
亡
失
な
ど
に
よ
る

再
交
付
、
共
同
構
成
員
の
追
加
な
ど
）

を
行
う
場
合
は
、
手
数
料
の
納
付
が

必
要
で
す
。
■
手
数
料
の
額
＝
４
０

０
円
■
納
付
方
法
＝
新
潟
県
収
入
証

紙
に
よ
る
納
付
（
販
売
場
所
‥
第
四

銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
銀
行
、
新

潟
県
信
用
組
合
、
十
日
町
総
合
庁
舎

売
店
）
■
問
合
せ
＝
県
十
日
町
県
税

事
務
所
課
税
課
（
1
57
│
５
５
１
２
）

■
日
時
と
会
場
＝
３
月
19
日
d
午
前

10
時
〜
正
午
‥
十
日
町
専
門
店
会
、

午
後
１
時
〜
３
時
‥
十
日
町
郵
便
局

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
２
）

■
１
期
初
回
（
３
〜
８
週
間
間
隔
で

３
回
接
種
）
＝
①
３
月
１
日
現
在
１

歳
か
ら
接
種
日
現
在
７
歳
６
か
月
未

満
の
子
。
②
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た

子
は
二
種
混
合
（
２
回
接
種
）
に
な

り
ま
す
の
で
必
ず
受
付
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
③
平
成
13
年
９
月
２
日

か
ら
14
年
３
月
１
日
に
生
ま
れ
た
子

に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

■
１
期
追
加
＝
接
種
日
現
在
７
歳
６

か
月
未
満
で
、
１
期
初
回
を
完
了
後
、

１
年
を
経
過
し
た
子
。
※
対
象
地
区

の
、
い
ず
れ
か
の
日
に
１
回
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項
＝
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
。
■
持
参
す
る
も
の
＝
①
母

子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
）
②
体
温
計
■
問
合

せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
内

線
１
４
２
）

むし歯のないよい歯の子
1月の３歳児健診を受けた子37人

よい歯の子 住 所　　保護者

（三和町）

（田川町３）

（島）

（大黒沢３）

（丸山町）

（田川町２）

（南鐙坂）

（田川町３）

（六箇山谷）

（太田島３）

（新座１）

（田川町３）

（学校町２）

（北新田２）

（妻有町西1･2）

（川治下町1）

三男

誠行

茂

信司

善明

靖

剛

弘述

専一郎

文典

直樹

藤光

史広

崇仁

雅一

宏幸

高橋 龍
りゅう

之
の

介
すけ

藏 品 千
ち

夏
なつ

西 野 七
なな

恵
え

太田菜
な

々
な

恵
え

長谷川善
よし

丸
まる

星 野 真
ま

琴
こと

太 田 紘
こう

輔
すけ

樋 口 瑠
る

菜
な

j 里
り

奈
な

津 畑 大
だい

地
ち

小 池 萌
も

々
も

尾 身 和
かず

樹
き

早 川 紅
あか

音
ね

久 住 玲
れ

央
お

山 田 花
か

連
れん

太 田 浩
ひろ

夢
む

１月の交通事故発生状況

三
種
混
合

（
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

全
血
献
血

３
月
の
休
館
日

免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申

請
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

高
年
齢
者
職
業
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

3月の
献血

農
業
用
軽
油
の
免
税
証

交
付
申
請
受
付

ストップ・ザ

セクシュアルハラスメント

幼
児
医
療
費
助
成
・
通
院
を

４
歳
未
満
ま
で
延
長
し
ま
す

市
で
は
、
子
育
て
支
援
の
た
め
、

幼
児
医
療
費
助
成
事
業
の
外
来
で
保

険
診
療
を
受
け
た
場
合
の
助
成
対
象

年
齢
を
、
４
月
１
日
診
療
分
か
ら
４

歳
未
満
ま
で
延
長
し
ま
す
。

す
で
に
幼
児
医
療
の
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
人
は
、
再
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
申
請
を
し
て

い
な
い
保
護
者
や
転
入
し
た
場
合
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

通
院
‥
満
１
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
〜

満
４
歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で

※
１
歳
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す

入
院
‥
今
ま
で
ど
お
り
、
満
１
歳
の

誕
生
月
の
翌
月
〜
６
歳
に
達
し

た
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

通
院
・
１
歳
延
長
分
に
つ
い
て
、

４
月
１
日
か
ら
新
た
に
受
給
者
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
幼
児
医

療
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
に

は
、
３
月
後
半
ま
で
に
「
単
幼
・
通

院
」
の
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
市
役
所
に
お
い
で
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
発
行
す
る
受
給
者
証
に
該
当

す
る
の
は
、
平
成
11
年
４
月
２
日
か

ら
12
年
８
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
の

保
護
者
で
す
。

満
１
歳
か
ら
満
４
歳
未
満
の
幼
児

の
保
護
者
で
、
ま
だ
幼
児
医
療
費
助

成
の
申
請
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

早
め
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
受
給
申
請
者
の
所
得
状
況

に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
‥
保
険
証
、
印
鑑

勤
め
先
な
ど
が
変
わ
っ
て
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

（
内
線
１
４
１
）

４
月
１
日
か
ら
の
対
象
年
齢

再
申
請
は
不
要
で
す

変
更
申
請
が
必
要
な
場
合

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は

三種（二種）混合予防接種日程表

対象地区
１期初回および１期追加

１回目 ２回目 ３回目

十 日 町

川治・六箇・水沢

中条・下条・吉田

4/1c

4/3e

4/4f

3/11c

3/13e

3/14f

4/22c

4/24e

4/25f

■会場＝保健センター
■受付時間＝午後１時30分～２時15分（時間厳守）
■追加接種は１回受けると完了です

十
日
町
広
域
圏
合
併
協
議
会
の

資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

十
日
町
市
の
人
事
異
動
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◆
第
54
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
多
く
の

来
訪
者
は
、
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
雪
像

や
ひ
ろ
ば
が
あ
り
「
市
民
総
参
加
の
雪
ま

つ
り
」
で
あ
る
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
見
学
だ
け
で
な
く
自
ら
雪

像
作
り
な
ど
に
参
加
す
る
た
め
に
訪
れ
る

市
外
・
県
外
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
交

流
の
始
ま
り
は
様
々
で
す
が
、「
雪
」
を
通

し
て
の
交
流
の
輪
は
、
年
々
広
が
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。「
雪
」
が
も
た
ら
す
市
民
の

宝
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。（
村
）

◆
「
雪
ま
つ
り
が
終
わ
っ
た
か
ら
、
春
が

や
っ
て
く
る
ね
」
雪
ま
つ
り
最
終
日
、
取

材
の
帰
り
道
に
、
人
混
み
か
ら
そ
ん
な
言

葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ま
つ
り
が
終

わ
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
壊
さ
れ
る
雪

像
や
、
融
け
て
ゆ
く
雪
だ
る
ま
に
も
の
悲

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
近
づ

い
て
く
る
春
の
足
音
は
、
雪
国
の
人
々
が

待
ち
わ
び
た
季
節
で
す
。
私
た
ち
の
持
つ

繊
細
な
季
節
感
や
、
鮮
や
か
な
四
季
の
移

り
か
わ
り
こ
そ
が
、
雪
国
に
与
え
ら
れ
た

最
高
の
宝
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
小
）

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

３月・March 健康福祉課 157-3111

休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

3・10・17・
24・31日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

11日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

20日E
吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

14日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

28日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

田 中 外 科 医 院

石 川 医 院

中 条 病 院

本町クリニック

た か き 医 院

小 林 内 科 医 院

富 田 医 院

田中町本通り

津南町

北原

本町３

土市５

中条中町

川西町

52-2403

66-2061

57-3018

50-1160

58-2361

52-7155

61-0200

2日A

9日A

16日A

21日_

●高年齢者職業相談

毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

会場：高年齢者職業相談室

※55歳未満の人もお気軽にご相談ください。

●定例行政相談

14日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

６日E 畑　七起弁護士

13日E 栃倉　光弁護士

20日E 小村　隆弁護士

27日E 桜井　陽一弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

●ふれあい福祉センター心配ごと相談

毎週火・木曜日

午後１時～４時

会場：十日町市社会福祉協議会

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

19日
d

午後１時
～１時30分

13年９月
生まれの幼児

４か月児健診
26日
d

午後１時
～１時30分

14年11月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

６日
e

午後１時
～１時30分

11年９月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

26日
d

午前９時15分
～10時

14年5月
生まれの乳児

23日A

30日A

午前９時
～９時30分

12日
d

12年8・9月
生まれの幼児

①1歳6か月児・3歳児健診、2歳6か月児身体測定は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。


